
互
い
に
成
長
し
合
う
事
業
の
構
築
を

目
指
し
、
管
内
６
町
と
足
並
み
を
揃

え
、
同
大
学
と
の
交
流
連
携
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

②
日
高
地
域
公
共
交
通
確
保
対
策
協

議
会
に
お
け
る
協
定
締
結

　

Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
廃
止
に
伴
う
バ
ス

運
行
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら

日
高
地
域
広
域
公
共
交
通
確
保
対

策
協
議
会
に
支
払
わ
れ
る
支
援
金

20
億
５
５
０
０
万
円
は
、
代
替
交
通

を
行
う
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の

経
費
及
び
そ
の
他
代
替
交
通
の
確
保

に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
こ
と
を
目

的
に
支
払
わ
れ
る
支
援
金
で
あ
り
、

管
内
７
町
共
通
の
利
益
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

７
町
共
通
の
利
益
を
図
る
こ
と
、

及
び
先
に
述
べ
た
目
的
に
限
っ
て
の

運
用
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
支
援
金

の
運
用
に
つ
い
て
、
管
内
７
町
に
よ

る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
書
に
は
、
支
援
金
の
使
用
は

代
替
交
通
の
確
保
に
向
け
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
運
用
に
つ

い
て
限
定
し
た
目
的
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
該
協
定
は
、
８
月
３
日

管
内
７
町
長
が
署
名
、
捺
印
し
締
結

さ
れ
て
い
ま
す
。

４
　
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠

ヒ
ル
ズ
の
事
業
経
営

　

株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
は
、
株
主

構
成
の
変
更
に
伴
う
民
間
活
力
の
減

退
、
類
似
施
設
の
相
次
ぐ
設
立
、
そ

し
て
時
間
の
経
過
に
伴
う
施
設
魅
力

の
減
少
か
ら
入
浴
客
数
、
宿
泊
客
数

共
に
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
客
数
の
減
少
に
伴
い
、
株
式

会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
の
業
績
は
悪
化

し
、
令
和
２
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、

単
年
度
赤
字
３
４
７
０
万
円
、
累
積

赤
字
７
７
８
４
万
円
を
計
上
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
経
営
の
状
況
と

し
て
は
、
債
務
超
過
に
至
る
目
前
の

状
態
で
あ
り
、
資
金
繰
り
の
采
配
余

地
は
な
い
状
況
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
推
移
を

繰
り
返
し
検
証
し
、
将
来
収
支
を
協

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
状
の
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
特
殊
な
社
会
情
勢
と
将

来
見
込
み
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
を

推
し
測
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会

社
新
冠
ヒ
ル
ズ
の
解
散
を
決
断
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
関
係
し
て
き
た
多
く
の

方
々
の
思
い
を
考
え
た
と
き
、
こ
の

決
断
は
正
に
断
腸
の
思
い
で
あ
り
、

苦
渋
の
決
断
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

以
上
の
継
続
は
、
関
係
す
る
機
関
に

多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
次
世
代
の
負
担
に

な
り
得
る
こ
と
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
今
回
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
は
新
た
な
指
定
管
理
先

の
模
索
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
新
た
な
指
定
管
理
先
で
あ
る

施
設
の
運
営
体
に
は
、
契
約
の
関
係

に
基
づ
く
独
立
事
業
体
と
し
て
適
切

な
施
設
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
町
民
と
利
用
者
に
快
適
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
経
営
能
力
と
施

設
の
魅
力
向
上
を
担
え
る
営
業
能
力

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠
ヒ

ル
ズ
の
事
業
経
営
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
報
告
で
あ

る
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ
の
解
散
の

決
断
は
、
設
立
者
で
あ
り
、
議
決
権

の
過
半
数
を
有
す
る
町
と
し
て
の
考

え
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
、
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
る
承
認
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５
　
預
託
牛
の
脱
柵
に
つ
い
て

　

５
月
13
日
、
黒
毛
和
種
41
頭
を
放

牧
し
て
い
る
牧
区
に
お
い
て
頭
数
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
う
ち
２
頭
が
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

牧
区
内
を
捜
索
し
た
結
果
、
水
場

の
有
刺
鉄
線
が
倒
れ
、
近
く
に
は
熊

の
足
跡
や
糞
が
あ
り
、
熊
に
遭
遇
し

驚
い
て
脱
柵
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
当
日
の
午
後
よ
り
、

二
次
災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
産
業

課
が
協
力
し
た
中
で
人
数
を
増
や
し

捜
索
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

１
頭
に
つ
い
て
は
翌
日
、
近
隣
の

牛
舎
内
に
い
る
と
の
通
報
を
受
け
、

捕
獲
し
ま
し
た
が
、
も
う
１
頭
に
つ

い
て
は
、
捜
索
の
範
囲
を
広
げ
な
が

ら
継
続
的
に
行
っ
た
も
の
の
、
足
跡

や
糞
な
ど
の
手
掛
か
り
が
な
く
、
現

在
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
預
託
入
牧
の
際

に
義
務
付
け
さ
せ
て
い
ま
す
共
済
金

の
事
務
手
続
き
が
進
み
、
不
明
牛
の

生
死
が
明
ら
か
で
な
い
規
定
の
日
数

を
超
過
し
た
こ
と
か
ら
、
７
月
27
日

付
で
、
み
な
み
北
海
道
農
業
共
済
組

合
よ
り
共
済
金
が
預
託
者
に
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

死
廃
共
済
の
認
定
と
な
っ
た
た

め
、
捜
索
に
つ
い
て
は
打
ち
切
り
と

し
、
預
託
者
に
対
し
説
明
及
び
お
詫

び
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

第３回定例会

１
　
教
育
委
員
会
点
検
・
評
価
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
令
和
２
年
度
に
教
育

行
政
執
行
方
針
で
掲
げ
た
重
点
施
策

に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
各
課
が
実

施
し
た
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
内
部

評
価
を
行
っ
た
後
、
学
校
運
営
協
議

会
、
社
会
教
育
委
員
協
議
会
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
会
、
さ
ら
に
は
、
認
定

こ
ど
も
園
保
護
者
会
に
外
部
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
重
点
施
策
に
基
づ

き
、
計
画
し
た
事
務
事
業
を
展
開
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
予

算
全
体
に
わ
た
り
ご
配
慮
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
概
ね
計
画
ど
お
り
実
施

で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
管
理
課
所
管
事
務
事
業
で

は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
係
わ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
研
修
・
研

究
の
実
施
、
１
人
１
台
端
末
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
、
朝
日
小
学
校

へ
の
町
費
負
担
教
職
員
の
配
置
及

び
、
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
数
増
加

に
対
応
し
た
職
員
配
置
な
ど
、
計
画

し
た
環
境
整
備
に
加
え
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
教
育
活
動
の
実
践
が
図
ら

れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
課
所
管
事
務
事

業
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
、
レ
・
コ
ー
ド
館
を
中
心
と
し

た
特
徴
あ
る
社
会
教
育
事
業
の
実

践
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
な
ど

の
資
源
を
活
用
し
た
学
習
や
体
験
機

会
の
提
供
、
さ
ら
に
は
、
体
力
向
上

や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
提
供

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
た

事
業
展
開
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
策
に
よ
り
、
一
堂
に
会

す
る
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

活
動
の
実
践
方
策
に
関
す
る
課
題
、

ま
た
、
教
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
に

対
応
す
る
、
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
評
価
の

過
程
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考

に
、
今
年
度
の
事
務
事
業
の
執
行
に

活
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
次
年
度

以
降
の
事
務
事
業
の
改
善
や
推
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
　
新
冠
町
小
学
校
統
合
計
画
に
つ
い
て

　

本
計
画
は
、
昨
年
度
に
策
定
し
た

「
新
冠
町
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基

本
計
画
」
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の

で
、
基
本
計
画
の
保
護
者
・
地
域
説

明
会
な
ど
で
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
た

上
で
、
小
学
校
の
統
合
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
性
を
示
す
「
策
定
の
趣

旨
」
、
「
新
冠
町
が
目
指
す
学
校
教
育

の
姿
」
、
「
学
校
統
合
の
基
本
的
な
考

え
方
」
の
３
項
目
と
、
具
体
的
内
容

を
示
す
「
統
合
計
画
」
の
形
式
で
策

定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
の
「
策
定
の
趣
旨
」

で
は
、
児
童
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教

育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
今
後
の
教

育
環
境
の
変
化
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
少
人
数
・
僅
少
差
学
級
の
解
消

を
第
一
と
し
、
本
町
の
将
来
を
見
通

し
た
学
校
統
合
の
具
体
的
な
方
向
性

を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
の
「
新
冠
町
が
目
指
す
学

校
教
育
の
姿
」
で
は
、
教
育
基
本
理

念
で
あ
る
「
生
き
る
力
を
育
み
ふ
る

さ
と
愛
を
深
め
る
新
冠
の
教
育
」
を

念
頭
に
置
き
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来

社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
資

質
・
能
力
を
確
実
に
身
に
着
け
、
高

め
て
い
く
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
の
「
学
校
統
合
の
基
本
的

な
考
え
方
」
で
は
、
「
少
人
数
・
僅

少
差
学
級
の
解
消
」
、「
一
貫
性
の
あ

る
教
育
の
構
築
」
、「
施
設
改
築
構
想

の
推
進
」
の
た
め
、
準
備
組
織
に
お

い
て
丁
寧
な
協
議
を
行
い
、
統
合
準

備
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
統
合
計
画
」
で
は
、
前

段
で
説
明
し
た
基
本
方
向
に
基
づ

き
、
小
学
校
の
統
合
を
進
め
る
た
め

の
具
体
的
な
「
統
合
年
月
日
」、「
統

合
の
内
容
」、「
具
体
的
方
策
」、「
推

進
体
制
」
の
４
項
目
を
方
針
化
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
点
目
の
「
統
合
年
月
日
」

は
、
令
和
６
年
４
月
１
日
、
２
点
目

の
「
統
合
内
容
」
は
、
新
冠
小
学
校

と
朝
日
小
学
校
を
新
冠
小
学
校
に
統

合
し
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の
「
具
体
的
方
策
」

で
は
、
統
合
に
よ
る
児
童
の
不
安
や

動
揺
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

準
備
期
間
に
お
い
て
、
児
童
、
教
員
、

保
護
者
間
の
交
流
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
基
本
に
、「
学
校
運
営
」、「
通

学
バ
ス
」、「
学
校
施
設
・
設
備
」、「
災

害
等
危
機
管
理
の
対
応
」、
「
教
員
数

と
住
宅
の
確
保
」、「
学
校
給
食
」、「
新

し
い
学
校
づ
く
り
」
の
７
項
目
を
具

体
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
の
「
推
進
体
制
」
で
は
、

教
育
委
員
会
に
統
合
準
備
組
織
と
し

て
、
町
職
員
で
構
成
す
る
「
学
校
統

合
準
備
室
」
と
、
各
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
構
成
す
る
「
学
校
統
合
準
備
委

員
会
」
を
設
置
し
、
計
画
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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